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助することと定義されている。法務省によれば、更生保護活動として、以下の 6 点が挙げられている。第 １ が保護観察、
第 2 が応急の救護等及び更生緊急保護、第 ３ が仮釈放 ・ 少年院からの仮退院等、第 4 が生活環境の調整、第 ５ が恩赦、
第 6 が犯罪予防活動である。これらの更生保護活動は、保護司や更生保護施設、更生保護女性会に代表更生保護ボラン






寺戸 ・ 大場 ・ 押切 ・ 小國（200５）がある。このうち、西川ら（200５）では、保護司の保護観察処遇に関することに加え、
地域社会とのつながりに関する内容も調査している。その結果、保護司は、現在の居住地域に長く住んでいる者がほと
んどで、 ９ 割以上の保護司が、地域の中で町内会役員、PTA 役員、社会福祉協議会役員、消防団員、民生 ・ 児童委員な
ど、保護司以外のボランティア活動経験を有していることを明らかにしている。また、この調査の回答者であった保護
司は、保護時が地域から期待されている役割として、「犯罪者や非行少年を更生させること」や「犯罪予防活動を行うこ
































尾，2006）」と定義されている。プログラム評価の代表的なモデルとして、4 ステップ ・ プログラム評価モデルがある。























の再始動までには、 １ 年 ３ か月を要することとなった。この間、20１３年 ７ 月１8日に学生有志が品川区保護司会の幹部や
東京保護観察所の保護観察官から更生保護の実態について話を聞く機会を設けたり、20１３年度 2 期の「社会的貢献の心
理学 １ 」の講義（ １ 月）において品川区保護司会の幹部による保護司活動の紹介の時間を設けたりと、学生に保護司活
動や BBS 活動への知識と理解を深める基盤づくりを行った。20１4年 2 月に有志学生による準備会が立ち上がり、20１4年
















































画策定への関与者は ３ 割強で、地区（分区）の活動計画策定への関与者も ３ 割強であった。「まったく関与していない」









































































　立正大学における品川区 BBS 会への期待に関するテキストマイニングによる共起ネットワーク図を図 6 に示す。その
結果、図上部には、学生にとって経験となることを表す内容が、図左端には、活動への心構えに関する内容が、図右端
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